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森
槐
南
（
一
八
六
三
―
一
九
一
一
）
は
、
尾
張
（
現
在
の
愛
知
縣
）
の
人
、
名

は
大
來
、
字
は
公
泰
、
通
稱
は
泰
二
郞
、
槐
南
小
史
と
號
し
、
ま
た
別
に
秋
波
禪

侶
と
も
號
し
た
。
明
治
期
の
著
名
な
漢
詩
人
で
あ
り
、
詞
人
で
も
あ
る
。
槐
南
は

家
學
に
淵
源
が
あ
り
、
明
治
の
初
め
に
父
の
春
濤
に
從
っ
て
東
京
に
出
た
。
天
賦

の
才
に
惠
ま
れ
て
幼
少
の
頃
か
ら
聰
明
で
あ
り
、
早
く
も
十
三
歲
に
し
て
漢
詩
を

作
る
こ
と
が
で
き
、
十
六
歲
で
塡
詞
の
作
を
發
表
し
た
と
い
う（

1
）。
森
槐
南
は
淸

の
駐
日
使
節
と
交
遊
が
あ
り
、
詩
人
の
黃
遵
憲
と
し
ば
し
ば
往
來
が
あ
っ
た（

2
）。

槐
南
が
作
っ
た
『
補
春
天
傳
奇
』
を
見
て
黃
遵
憲
は
激
賞
し
、「
眞
東
京
才
子
也（

3
）」

と
述
べ
、
ま
た
「
後
有
觀
風
之
使
、
采
東
瀛
詞
者
、
必
應
爲
君
首
屈
一
指
也（

4
）」

と
記
し
て
槐
南
の
才
を
稱
贊
し
て
い
る
。
槐
南
は
か
つ
て
東
京
專
門
學
校
と
東
京

帝
國
大
學
の
講
師
と
な
り
、
漢
文
に
つ
い
て
の
講
義
を
擔
當
し
た
。
そ
の
著
作
に

は
『
槐
南
集
』、『
杜
詩
講
義
』、『
李
詩
講
義
』、『
唐
宋
詩
學
』、『
唐
詩
選
評
釋
』、

『
古
詩
平
仄
論
』、「
詞
曲
槪
論
」、「
漢
唐
小
說
史
」
等
が
あ
る
。『
槐
南
集
』
は
す

べ
て
二
十
八
卷
、
末
卷
に
詞
曲
が
配
さ
れ
、
す
べ
て
九
十
六

の
詞
が
收
錄
さ
れ

て
い
る（

5
）。
夏
承
燾
は
か
つ
て
「
日
本
詞
人
爲
蘇
、
辛
派
詞
、
當
無
出
槐
南
右
者
。

而
其

麗
綿
密
之
作
、
亦
不
在
晏
幾
道
、
秦
觀
之
下（

6
）」
と
述
べ
て
い
る
。
森
槐

南
は
明
治
漢
詩
壇
の
偉
大
な
第
一
人
者
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
詞
に
お
い

て
も
、
明
治
期
に
「
塡
詞
の
黃
金
時
代
を
現
出
せ
し
め
た
第
一
の
功
勞
者
」
で
も

あ
っ
た（

7
）。

本
學
所
藏
の
「
詞
學
文
庫
」
は
、
中
田
勇
次
郞
（
一
九
〇
五
―
一
九
九
八
）
先

生
の
舊
藏
書
を
收
藏
し
て
い
る
。中
田
先
生
は
京
都
市
立
藝
術
大
學
名
譽
敎
授
で
、

京
都
帝
國
大
學
入
學
後
に
鈴
木
虎
雄
（
一
八
七
八
―
一
九
六
三
）、
靑
木
正
兒

（
一
八
八
七
―
一
九
六
四
）ら
の
指
導
を
受
け
て
、唐
宋
詞
の
硏
究
を
始
め
ら
れ
た
。

か
つ
て
立
命
館
大
學
で
非
常
勤
講
師
を
擔
當
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
緣

で
御
所
藏
の
詞
籍
や
關
連
の
書
籍
を
晚
年
に
本
學
に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
六
年
に
、
芳
村
弘
道
、
萩
原
正
樹
、
嘉
瀨
達
男
氏
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
藏

書
が
整
理
さ
れ
て
『
詞
學
文
庫
分
類
目
錄
』
が
編
纂
さ
れ
、
そ
の
後
「
詞
學
文
庫

分
類
目
錄
補
遺
・
正
誤
表
」
及
び
「
詞
學
文
庫
分
類
目
錄
續
補
遺
」
等
の
目
錄
も

立
命
館
大
學
「
詞
學
文
庫
」
所
藏
の
森
槐
南
手
識
手
校
本

　
　
　
　
『
絕
妙
好
詞
箋
』
に
つ
い
て

詹　
　
　
　
　

千　
　

慧
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發
表
さ
れ
た（

8
）。『
詞
學
文
庫
分
類
目
錄
』の
著
錄
に
據
れ
ば
、そ
の
藏
書
の
中
に「
森

槐
南
手
識
手
校
本
」
の
『
絕
妙
好
詞
箋
』
七
卷
『
續
鈔
』
二
卷
が
あ
る（

9
）。『
絕
妙

好
詞
』
七
卷
は
、
宋
の
周
密
（
一
二
三
二
―
一
二
九
八
）
が
編
集
し
た
も
の
で
あ

り
、
淸
の
査
爲
仁
と
厲
鶚
が
箋
注
を
加
え
、
余
集
、
徐
楙
が
そ
れ
ぞ
れ
一
卷
を
續

補
し
て
い
る
。『
絕
妙
好
詞
』
の
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
版
本
に
は
、
毛
氏
汲

古
閣
抄
本
と
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
項
氏
怡
園
刊
本
（
項

群
玉
書
堂
刻
本
）

等
が
あ
り
、
ま
た
箋
注
、
續
編
を
一
帙
に
ま
と
め
て
刊
行
し
た
版
本
に
は
、
乾
隆

十
五
年
（
一
七
五
〇
）
の
查
氏
澹
宜
書
屋
刻
本
、道
光
年
間
の
錢
塘
徐
氏
刊
本
（
杭

州
愛
日
軒
徐
氏
刊
本
）、
同
治
十
一
年
（
一
八
七
二
）
の
會
稽
章
氏
刊
本
（
章
壽

康
刻
本
）
及
び
宣
統
元
年
（
一
九
〇
九
）
の
上
海
沅
記
書
莊
石
印
本
等
が
あ
る（
10
）。

本
學
の
「
詞
學
文
庫
」
に
は
、
吉
川
幸
次
郎
博
士
舊
藏
本
の
康
熙
二
十
四
年

（
一
六
八
五
）
柯
崇
樸
小
幔
亭
刊
本
『
絕
妙
好
詞
』
七
卷
が
あ
り
、
ま
た
『
絕
妙

好
詞
箋
』
七
卷
『
續
鈔
』
二
卷
で
は
、
道
光
九
年
の
錢
塘
徐
氏
刊
本
、
覆
道
光
刻

本
、
北
京
文
學
古
籍
刊
行
社
の
一
九
五
六
年
仿
宋
活
字
刊
本
、
及
び
『
四
部
備
要
』

本
（
據
會
稽
章
氏
刊
本
選
印
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る（
11
）。
槐
南
の
手
識
手
校
本
は
、

道
光
九
年
の
杭
州
愛
日
軒
徐
氏
刊
本
で
あ
る
。

明
治
十
年
か
ら
二
十
五
年
（
一
八
七
七
―
一
八
九
二
）
ま
で
の
間
は
、
日
本
塡

詞
史
上
の
黃
金
時
代
（
神
田
喜
一
郞
博
士
の
言
葉
）
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に

は
名
家
が
輩
出
し
た
が
、
森
槐
南
、
高
野
竹
隱
（
一
八
六
二
―
一
九
二
一
）、
森

川
竹
磎
（
一
八
六
九
―
一
九
一
八
）
の
三
人
が
最
も
傑
出
し
て
い
て
、
明
治
の
三

大
詞
家
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
槐
南
は
「
日
本
傑
出
詞
家
之
冠
」
で

あ
る
と
張
珍
懷
は
述
べ
て
い
る（
12
）。
槐
南
は
塡
詞
の
作
品
以
外
に
も
、
詞
に
關
す

る
評
論
を
殘
し
て
お
り
、そ
れ
は
「
新
新
文
詩
」
に
連
載
さ
れ
た
槐
南
の
「
詩
話
」

（
茉
莉
園
雜
著
）
に
見
え
て
い
る（
13
）。
神
田
喜
一
郞
博
士
は
か
つ
て
「
新
新
文
詩
」

の
第
十
三
集
と
第
十
九
集
に
見
え
る
槐
南
の
評
論
を
整
理
し
て
、『
日
本
に
お
け

る
中
國
文
學
Ⅰ
』
の
中
で
「
森
槐
南
の
詞
話
（
一
）（
二
）」
と
い
う
章
を
立
て
、

槐
南
の
詞
學
を
紹
介
さ
れ
た（
14
）。
槐
南
の
詞
論
は
、
ま
た
『
作
詩
法
講
話
』
第
四

章
の
「
詩
、
詞
之
別
」
と
第
五
章
の
「
詞
、
曲
及
雜
劇
、
傳
奇
」
に
見
え（
15
）、
さ

ら
に
雜
誌
「
詩
苑
」
に
連
載
さ
れ
た
「
詞
曲
槪
論
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る（
16
）。
そ

の
他
、
槐
南
の
作
品
に
「

江
月
」
二

が
あ
り
、
一
首
に
は
「
題
髯
蘇
大
江
東

去
詞
後
（
我
思
坡
老
）」、
一
首
に
は
「
書
柳
七
曉
風
殘
月
詞
後
（
耆
卿
絕
調
）」

と
い
う
序
が
あ
る
。
ま
た
「
百
字
令
・
與
人
論
詞
仍
用
前
韻
（
塡
詞
一
道
）」
等

の
詞
作
が
あ
り（
17
）、
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
彼
は
、
自
身
の
詞
に
つ
い
て
の
考
え

方
や
詞
の
美
に
對
す
る
評
價
等
を
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
片
言
隻
句
で
は
あ
る

が
、
槐
南
の
評
語
や
校
語
な
ど
か
ら
も
彼
の
詞
學
觀
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
本

稿
で
は
「
詞
學
文
庫
」
所
藏
の
槐
南
舊
藏
『
絕
妙
好
詞
箋
』
七
卷
『
續
鈔
』
二
卷

を
取
り
上
げ
、
槐
南
の
詞
に
對
す
る
校
勘
と
詞
論
の
特
徵
及
び
そ
の
價
値
に
つ
い

て
分
析
し
て
い
き
た
い
。

二

『
詞
學
文
庫
分
類
目
錄
』
は
、
槐
南
舊
藏
の
『
絕
妙
好
詞
箋
』
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
著
錄
し
て
い
る（
18
）、

絕
妙
好
詞
箋　
（
森
槐
南
手
識
手
校
本
）
七
卷
絕
妙
好
詞
續
鈔
二
卷

　
　
　
　
　
　
　

  

宋
周
密
編　

淸
查
爲
仁
・
厲
鶚
箋　
（
續
上
卷
）
淸
余
集
編　

（
續
下
卷
）
淸
徐
楙
編
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淸
道
光
九
年
跋
刊
（
錢
塘
徐
氏
）　　
　
　
　

大　

六
册

槐
南
舊
藏
の
『
絕
妙
好
詞
箋
』
七
卷
『
絕
妙
好
詞
續
鈔
』
二
卷
は
、
す
べ
て
一

函
六
册
で
あ
る
（
圖
１
）。
第
一
册
は
『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
一
、
第
二
册
は
卷
二
、

第
三
册
は
卷
三
、
第
四
册
は
卷
四
・
卷
五
、
第
五
册
は
卷
六
・
卷
七
、
第
六
册
は

余
集
『
續
鈔
』
一
卷
と
徐
楙
『
續
鈔
』
一
卷
で
あ
る
。
版
式
は
每
半
頁
九
行
、
行

二
十
一
字
、
小
字
雙
行
、
單
欄
、
單
魚
尾
、
小
黑
口
。
書
物
全
體
を
通
し
て
森
槐

南
、
德
山
樗
堂
の
朱
筆
圈
點
と
校
語
、
識
語
が
あ
る
（
圖
２
）。
每
册
封
面
右
下

に
「
槐
南
／
詩
料
」
の
朱
文
方
印
が
あ
る
（
圖
３
）。
封
面
に
は
「
道
光
戊
子
夏

開
雕　

絕
妙
好
詞
箋　

續
鈔
附
」
と
あ
る
。「
開
雕
」
の
文
字
の
下
に
「
每
部
紋

銀
／
壹
兩
貳
錢
」と
い
う
朱
色
の
楷
體
印
記
が
あ
り
、「
續
鈔
附
」字
の
左
下
に「
絕

妙
／
好
詞
」
朱
文
方
印
、「
秋
聲
／
館
主
」
白
文
方
印
が
あ
る
。
封
面
の
左
頁
に

朱
文
圓
章
が
あ
り
、ま
た
第
六
册
卷
末
の
匡
郭
外
左
下
に
も
こ
の
印
章
が
あ
る
が
、

印
色
が
極
め
て
薄
く
、
字
形
を
識
別
し
が
た
い
。
江
戶
後
期
、
日
本
國
內
は
不
穩

な
狀
況
で
あ
り
、
幕
府
は
特
に
外
國
か
ら
の
輸
入
品
に
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。
こ

の
印
章
は
書
籍
が
輸
入
檢
査
に
合
格
し
た
こ
と
を
示
す
證
で
あ
ろ
う（
19
）（
圖
４
）。

卷
頭
に
は
「
絕
妙
好
詞
箋
提
要
」、
卽
ち
「
四
庫
全
書
總
目
提
要
」
が
置
か
れ

て
い
る
。
天
頭
に
「
讀
我
書
／
屋
暴
／
書
之
章
」
と
い
う
朱
文
方
印
が
あ
る
が
、

誰
の
藏
書
印
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
匡
郭
外
右
下
方
に
「
森
／
宝
書
」
白
文

方
印
が
あ
り
、こ
の
本
が
森
槐
南
の
所
藏
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（
圖
５
）。

提
要
後
に
「
絕
妙
好
詞
紀
事
」、
次
に
柯
煜
、
高
士
奇
撰
の
「
原
序
」、
張
炎
、
錢

遵
王
、
厲
鶚
の
「
題
跋
附
錄
」、
厲
鶚
の
「
絕
妙
好
詞
箋
序
」
及
び
「
絕
妙
好
詞

箋
目
錄
」
が
あ
る
。
末
尾
に
「
道
光
八
年
夏
錢
唐
徐
楙
問

鳩
工
重
鋟
／
章
純
齋
、

陸
貞
一
書
」
と
「
杭
州
愛
日
軒
刻
」
等
の
墨
筆
が
あ
る
。

本
書
卷
一
の
首
行
に
「
絕
妙
好
詞
箋
卷
一
」
と
あ
り
、下
方
に
は
「
心
華
／
室
」

朱
文
方
印
が
あ
る
。
ま
た
次
行
に
は
「
弁
陽
老
人
周
密
原
輯　

宛
平
査
爲
仁
、
錢

唐
厲　

鶚　

同
箋
」
と
あ
る
。「
心
華
室
」
は
、中
田
勇
次
郞
先
生
の
室
號
で
あ
り
、

中
田
先
生
が
詞
籍
を
本
學
に
寄
贈
さ
れ
る
際
、
本
學
が
刻
印
し
て
鈐
し
た
も
の
で

あ
る
（
圖
６
）。
卷
二
か
ら
卷
六
に
至
る
ま
で
、
天
頭
に
は
「
讀
我
書
／
屋
暴
／

書
之
章
」
朱
文
方
印
が
あ
り
、
匡
郭
外
の
右
下
に
「
森
／
宝
書
」
白
文
方
印
が
あ

る
。『
續
鈔
』
の
末
尾
に
は
査
爲
仁
の
息
子
で
あ
る
善
長
、善
和
の
撰
に
な
る
「
絕

妙
好
詞
箋
跋
」
が
あ
り
、
文
末
に
「
錢
唐
徐　

楙
重
校
勘
」
と
あ
る
。『
續
鈔
』

の
卷
首
に
は
卷
二
か
ら
卷
六
に
至
る
ま
で
と
同
じ
く
、「
讀
我
書
／
屋
暴
／
書
之

章
」、「
森
／
宝
書
」
等
の
印
記
が
あ
る
。
首
に
は
「
余
氏
原
序
」、
次
に
「
絕
妙

圖 1
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立
命
館
大
學
「
詞
學
文
庫
」
所
藏
の
森
槐
南
手
識
手
校
本
『
絕
妙
好
詞
箋
』
に
つ
い
て

四
六

好
詞
續
鈔
目
錄
」、
末
行
に
「
錢
唐
姚　

煌
星
甫
注
」
と
あ
る
。
そ
の
後
に
「
絕

妙
好
詞
續
鈔
」、首
行
に
「
弁
陽
老
人
周
密
原
本　
　

仁
和
余　

集
鈔
撮
」
と
あ
り
、

「
原
本
」
の
右
下
に
「
心
華
／
室
」
朱
文
方
印
が
あ
り
、末
に
「
絕
妙
好
詞
續
鈔
跋
」

と
あ
る
。
そ
の
後
は
「
絕
妙
好
詞
續
鈔
」、
首
行
に
「
弁
陽
老
人
周
密
原
本　
　

錢
唐
徐　

楙
補
錄
」
と
あ
り
、
次
に
「
絕
妙
好
詞
續
鈔
」、
末
に
「
仁
和
王
金
鎔
、

孫
元
濬
同
校
勘
」
及
び
「
武
林
任
九
思
刻
」
等
の
文
字
が
あ
る
。
卷
末
に
、
下
記

の
よ
う
な
槐
南
に
よ
る
朱
筆
の
題
識
が
あ
る
（
圖
７
）。

此
書
係
德
山
君
樗
堂
舊
藏
、
每
詞
逐
句
施
豆
、
皆
其
親
筆
。
只
箋
注
未
句
、

詞
亦
間
有
未
經
點
讀
者
、
錯
謬
處
正
復
不
尠
。
今
一
一
加
補
正
、
又
汎
覽
諸

家
選
本
、
注
記
異
同
、
庶
乎
有
以
副
君
之
遺
志
云
爾
。
君
名
純
〔
一
〕、
號

樗
堂
、
又
號
夢
梅
瘦
仙
。
越
前
人
、
溫
雅
風
流
、
詩
詞
兼
擅
。
其
長
仕
官
司

法
省
、
以
命
歷
巡
播
備
地
方
、
遽
歿
于
倉
敷
客
舍
、
至
今
無
不
嗟
惜
者
。

韻
字
紗
窻
鶯
語
空
、
海
棠
花
上
露
玲
瓏
。
詞
皆
黃
絹
人
黃
土
、
朱
暈
平
分
淚

暈
紅
。

明
治
乙
酉
七
月
十
二
日
、
槐
南
森
大
來
卒
卷
題
後
。

此
の
書
は
德
山
君
樗
堂
の
舊
藏
に
係
り
、
每
詞
句
を
逐
う
て
豆
を
施
す

は
、
皆
其
の
親
筆
な
り
。
只
だ
箋
注
は
未
だ
句
せ
ず
、
詞
も
亦
た
間
ま

未
だ
點
讀
を
經
ざ
る
者
有
り
、
錯
謬
の
處
も
正
に
復
た
尠
な
か
ら
ず
。

今
一
一
補
正
を
加
え
、
又
た
汎
く
諸
家
の
選
本
、
注
記
の
異
同
を
覽
て
、

以
て
君
の
遺
志
に
副
う
こ
と
有
る
に
庶
か
ら
ん
と
爾
云
う
。
君 

名
は

純
〔
一
〕、
樗
堂
と
號
し
、
又
た
夢
梅
瘦
仙
と
號
す
。
越
前
の
人
、
溫

雅
風
流
に
し
て
、詩
詞
兼
ね
て
擅
に
す
。
其
れ
長
く
司
法
省
に
仕
官
し
、

命
を
以
て
播
備
地
方
を
歷
巡
す
る
に
、
遽
か
に
倉
敷
の
客
舍
に
歿
し
、

今
に
至
る
も
嗟
惜
せ
ざ
る
者
無
し
。

韻
字 

紗
窻 

鶯
語
空
し
く
、
海
棠
の
花
上 

露
玲
瓏
た
り
。
詞
は
皆
黃
絹

な
る
も 

人
は
黃
土
、
朱
暈
平
分
し
て
淚
暈
紅
な
り
。

明
治
乙
酉
七
月
十
二
日
、
槐
南
森
大
來
卷
を
卒
え
て
後
に
題
す
。

こ
の
題
識
か
ら
、
こ
の
詞
集
が
も
と
も
と
德
山
樗
堂
の
舊
藏
書
で
あ
り
、
そ
の

後
槐
南
が
圈
點
を
附
し
て
校
讀
し
、
誤
謬
の
箇
所
を
補
正
し
、
諸
本
の
異
同
を
注

記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
識
語
の
ほ
か
、
槐
南
は
卷
一
か
ら
卷

七
の
末
ま
で
の
す
べ
て
に
校
閱
完
了
の
識
語
を
記
し
て
い
る
。

圖 7
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乙
酉
七
月
初
六
閱
完　

公
泰
氏

乙
酉
七
月
初
七
閱
完　

公
泰
氏

七
月
初
八
閱
完　

槐
南
詞
客

七
月
初
九
閱
完　

槐
南
生

七
月
十
日
閱
完　

公
泰
氏

七
月
初
十
夜
燈
下
閱
完　

槐
南

七
月
十
一
日
閱
完　

大
來

乙
酉
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
で
あ
り
、
森
槐
南
の
「
詩
話
」（
茉
莉
園

雜
著
）
が
「
新
新
文
詩
」
に
連
載
を
開
始
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
識
語
に
い
う
德

山
樗
堂
は
、
名
は
純
一
、
字
は
公
秉
、
別
號
は
夢
梅
瘦
仙
、
越
前
（
現
在
の
福
井

縣
）
の
人
で
あ
る
。
樗
堂
は
槐
南
の
父
・
森
春
濤
の
門
客
で
あ
り
、
東
京
司
法
省

に
勤
め
て
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
六
月
に
公
用
で
出
張
し
た
際
に
、
急
な
病

を
得
て
倉
敷
（
岡
山
縣
）
の
客
舍
で
亡
く
な
っ
た
。
神
田
博
士
は
「
樗
堂
の
歿
後
、

槐
南
は
そ
の
手
澤
の
存
す
る
『
絕
妙
好
詞
箋
』
を
獲
て
、…
…
（『
槐
南
集
』
卷
六
）

の
一
詩
を
賦
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
詩
の
前
に
附
し
た
小
引
に
よ
る
と
、
そ
の
書
に

は
、
樗
堂
の
自
筆
で
、
每
詞
、
句
を
逐
う
て
豆
が
施
し
て
あ
つ
た
と
い
ふ
。
お
そ

ら
く
こ
の
『
絕
妙
好
詞
箋
』
な
ど
は
樗
堂
の
作
詞
の
模
楷
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う（
20
）」

と
述
べ
て
い
る
。『
槐
南
集
』
卷
六
收
錄
の
詩
作
「
書
絕
妙
好
詞
後

序
」
を
檢

す
る
と
、
そ
の
序
文
と
前
揭
の
題
識
と
の
間
に
は
や
や
異
同
が
あ
る（
21
）（
圖
８
）。

『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
二
に
史
達
祖
の
「
雙
雙
燕
（
過
春
社
了
）」
詞
が
あ
り
、
そ

の
結
句
「
愁
損
玉
人
、日
日
畫
欄
獨
凭
」
の
天
頭
に
、「
一
本
『
愁
損
翠
黛
雙
蛾（
22
）』」、

「
是
德
山
君
樗
堂
所
注
（
大
來
）」
と
い
う
二
つ
の
校
語
が
あ
る
。
兩
者
の
筆
迹
は

明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
後
者
に
は
槐
南
の
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
人
の

校
讀
の
痕
迹
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
雙
雙
燕
」
詞
結
句
「
愁
損
玉
人

日
日
畫
欄
獨
凭
」
の
「
日
日
」
の
右
下
に
、
胡
粉
で
塗
抹
し
た
迹
が
見
え
る
。
こ

れ
は
樗
堂
が
「
愁
損
玉
人
日
日
、
畫
欄
獨
凭
」
と
點
讀
し
て
い
た
の
を
、
槐
南
が

「
愁
損
玉
人
、
日
日
畫
欄
獨
凭
」
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
槐
南
の
點
讀

が
正
し
い
（
圖
９
）。

圖 8
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藏
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』
に
つ
い
て

四
八

三

槐
南
の
校
語
は
、
淸
・
朱
彝
尊
の
『
詞
綜
』
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た

本
書
の
槐
南
の
手
迹
は
、
さ
き
に
引
い
た
書
末
の
識
語
を
除
き
、
大
部
分
は
天
頭

に
書
か
れ
て
い
て
、
一
部
は
正
文
の
側
に
書
か
れ
て
い
る
。
彼
の
校
語
と
注
釋
に

は
、
主
に
次
の
三
點
の
特
徵
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
一
）、
諸
本
の
異
文
の
呈
示
と
判
別

卷
一
范
成
大
「
霜
天
曉
角
（
晚
晴
風
歇
）」
の
末
句
「
知
人
倚
畫
樓
月
」
の
後

の
校
語
に
、「『
畫
樓
月
』
本
又
作
『
闌
干
雪
』（
大
來（
23
））」
と
あ
り
、
同
卷
の
陸

淞
「
瑞
鶴
仙
（
臉
霞
紅
印
枕
）」
に
校
し
て
、「『
睡
覺
』
一
作
『
睡
起
』。『
還
是
』

一
作
『
猶
是
』、『
眉
峰
』
一
作
『
眉
山
』、『
恨
無
人
』
又
一
作
『
悵
無
人
』。（
大
來（
24
））」

と
あ
る
の
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
詞
の
本
文
以
外
に
、
詞
題
や
詞
序
に
も
異
同

が
示
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
卷
一
の
辛
棄
疾
「
摸
魚
兒
（
更
能
消
幾
番
風
雨
）」
に
、

「
此

原
題
云
、『
淳
熙
己
亥
、自
湖
北
漕
移
湖
南
、同
官
王
正
之
置
酒
小
山
亭
賦
。』

（
大
來（
25
））」
と
あ
り
、
卷
二
の
姜

「
淡
黃
柳
・
客
合
肥
（
空
城
曉
角
）」
に
、「『
秋

苑
』
當
作
『
秋
色
』。（
大
來
）」
と
あ
る
。『
詞
綜
』
は
「
怕
梨
花
落
盡
成
秋
色
」

に
作
っ
て
お
り
、こ
の
詞
は
第
十
七
部
（
淸
・
戈
載
『
詞
林
正
韻
』）「
陌
、惻
、識
、 圖 9
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寂
、
食
、
宅
、
色
、
碧
」
を
韻
字
と
し
て
い
る
の
で
、「
苑
」
字
で
は
韻
が
合
わ
ず
、

「
秋
色
」
の
ほ
う
が
正
し
い
。

ま
た
、『
詞
綜
』
の
誤
り
を
訂
正
し
た
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
、
卷
三
の
趙
希

邁
「
八
聲
甘
州
・
竹
西
懷
古
（
寒
雲
飛
萬
里
）」
の
校
語
に
、「『
蒿
萊
』、『
詞
綜
』

作
『
蓬
萊
』、
尤
謬
。（
大
來（
26
））」
と
あ
る
。『
詞
綜
』
が
誤
っ
て
「
蓬
萊（
27
）」
に
作
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
丁
紹
儀
（
一
八
一
五
―
一
八
八
四
）
の
『
聽
秋
聲
館

詞
話
』
卷
十
三
に
も
「
汪
晉
賢
農
部
暨
王
蘭
泉
司
寇
、
於
詞
綜
書
成
後
、
先
後
輯

補
人
補
詞
八
卷
、
亦
有
未
經
校
正
處
。
如
趙
希
邁
八
聲
甘
州
云
、『
前
時
柳
色
、

今
度
蒿
萊
。（
蒿
作
蓬（
28
））」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
卷
七
の
王
沂
孫
「
高
陽

臺
（
殘
萼
梅
酸
）」
に
「『
殘
萼
』、『
詞
綜
』
作
『
淺
萼
』、非（
29
）」
と
の
校
語
が
あ
る
。

こ
の
詞
の
首
句
は
王
鵬
運
の
『
四
印
齋
所
刻
詞
』
も
「
殘
萼
梅
酸
」
に
作
り
、「
殘
」

字
の
下
に
「『
詞
綜
』
誤
作
『
淺（
30
）』」
と
注
し
て
い
る
。

（
二
）、
本
書
の
記
述
に
對
す
る
說
明
や
補
注

例
え
ば
、
卷
一
眞
德
秀
小
傳
に
注
し
て
「
德
秀
字
景

（
元
）、
更
『
景
希
』。

此
云
『
希
元
』、
非
」
と
あ
り
、
ま
た
同
卷
の
劉
光
祖
小
傳
に
注
し
て
「
謚
文（
31
）」

と
記
し
て
い
る
。
劉
子
寰
小
傳
に
「
子
寰
字
圻
父
」
と
あ
り
、
そ
の
校
語
に
「
一

作
『
劉
圻
父
、字
子
寰
。』（
大
來（
32
））」
と
あ
る
。
ま
た
卷
二
の
張
輯
「
疏

淡
月
（
梧

桐
雨
細
）」、「
山
漸
靑
（
山
無
情
）」
に
注
し
て
、
こ
の
二
首
の
詞
は
卽
ち
「
桂
枝

香
」「
長
相
思（
33
）」で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
卷
三
の
李
肩
吾「
淸
平
樂（
美
人
嬌
小
）」

に
も
校
語
が
あ
り
、「
前
段
二
十
二
字
、
本
又
作
『
夢
魂
尋
遍
、
忽
向
尊
前
見
。

好
似
烏
衣
春
社
燕
、軟
語
東
風
庭
院
。』」
と
あ
る
。
槐
南
の
こ
の
校
語
も
、『
詞
綜
』

に
基
づ
い
て
い
る（
34
）。

ま
た
他
の
人
物
の
評
語
を
補
錄
し
た
も
の
も
あ
る
。姜

小
傳
の
後
に
黃
昇（
叔

暘
）、
沈
義
父
（
伯
時
）、
張
炎
（
叔
夏
）
の
語
が
あ
り
、
こ
れ
に
注
し
て
「
范
石

湖
云
、『
白
石
有
裁
雲
縫
月
之
妙
手
、
敲
金
戛
玉
之
奇
聲
』。
趙
子
固
曰
、『
白
石
、

詞
家
之
申
、
韓
也
』。
張
叔
夏
又
云
、『
白
石
詞
不
惟
淸
虛
、
又
且
騷
雅
、
讀
之
使

人
神
觀
飛
越（
35
）』」
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
范
成
大
、
趙
孟
堅
、
張
炎
の
評
語

を
補
錄
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
卷
三
劉
克
莊
「
淸
平
樂
・
頃
在
維
揚
陳
師
文
參
議
家
、
舞
姬
絕
妙
、
爲
賦

此
詞
（
宮
腰
束
素
）」
に
次
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。（
圖
10
）

國
朝
祇
南
海
『
湘
雲
瓚
語
』、「
唐
人
用
周
瑜
顧
曲
事
、『
詠
箏
』
云
、『
爲
得

周
郞
顧
、時
時
誤
拂
弦
』。
可
謂
能
以
死
爲
活
。
至
劉
後
邨
『
淸
平
樂
・
詠
妓
』

云
、『
貪
與
蕭
郞
眉
語
、
不
知
舞
錯
「
伊
州
」』。
用
唐
人
詩
意
、
轉
用
更
活
、

圖 10
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手
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『
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好
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に
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五
〇

所
謂
『
奪
胎
換
骨
』、
用
故
事
如
此
、
始
免
腐
矣
」（
大
來
補
箋（
36
））

國
朝
の
祇
南
海
の『
湘
雲
瓚
語
』に
、「
唐
人 

周
瑜
の
顧
曲
の
事
を
用
い
、

『
詠
箏
』
に
云
わ
く
、『
周
郞
の
顧
を
得
ん
が
爲
に
、
時
時 

弦
を
拂
う

を
誤
る
』
と
。
能
く
死
せ
る
を
以
て
活
く
と
爲
す
と
謂
う
べ
し
。
劉
後

邨
の
『
淸
平
樂
・
詠
妓
』
に
、『
蕭
郞
の
眉
語
を
與
え
ら
れ
ん
こ
と
を

貪
り
て
、「
伊
州
」
を
舞
錯
す
る
を
知
ら
ず
』
と
云
う
に
至
り
て
は
、

唐
人
の
詩
意
を
用
い
て
、轉
用
し
て
更
に
活
き
、所
謂
『
奪
胎
換
骨
』
は
、

故
事
を
用
う
る
こ
と
此
く
の
如
く
に
し
て
、
始
め
て
腐
を
免
る
」（
大

來
補
箋
）

槐
南
は
、
そ
の
「
詩
話
」（
茉
莉
園
雜
著
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
（
圖
11
）。

詞
、
又
有
轉
用
詩
語
者
。
如
唐
人
「
詠
箏
」
詩
、「
爲
得
周
郞
顧
、
時
時
誤

拂
弦
」、
劉
後
村
用
其
意
、
作
「
淸
平
樂
」
云
、「
貪
與
蕭
郞
眉
語
、
不
知
舞

錯
『
伊
州
』」、
尤
其
靈
活
者
。
本
朝
祇
南
海
亦
嘗
論
之
曰
、「
用
故
事
如
此
、

始
免
腐
矣
」。
可
稱
卓
識（
37
）。

詞
は
、
又
た
詩
語
を
轉
用
す
る
者
有
り
。
唐
人
の
「
詠
箏
」
詩
に
、「
周

郞
の
顧
を
得
ん
が
爲
に
、
時
時 

弦
を
拂
う
を
誤
る
」
と
、
劉
後
村
は

其
の
意
を
用
い
、「
淸
平
樂
」
を
作
り
て
、「
蕭
郞
の
眉
語
を
與
え
ら
れ

ん
こ
と
を
貪
り
て
、『
伊
州
』
を
舞
錯
す
る
を
知
ら
ず
」
と
云
う
が
如

き
は
、
尤
も
其
の
靈
活
な
る
者
な
り
。
本
朝
の
祇
南
海
も
亦
た
嘗
て
之

を
論
じ
て
曰
く
、「
故
事
を
用
う
る
こ
と
此
く
の
如
く
に
し
て
、
始
め

て
腐
を
免
る
」
と
。
卓
識
と
稱
す
べ
し
。

祇
南
海
と
は
、
す
な
わ
ち
祇
園
南
海
の
こ
と
で
あ
る
。
南
海
、
名
は
瑜
、
字
は

伯
玉
、ま
た
は
正
卿
、別
に
湘
雲
主
人
と
も
號
し
た
。
紀
州
の
人
で
あ
る
。
詩
・
書
・

畫
の
い
ず
れ
に
も
巧
み
で
天
下
に
名
聲
を
馳
せ
た（
38
）。
槐
南
は
『
絕
妙
好
詞
箋
』

に
祇
園
南
海
の
語
を
引
用
し
、
ま
た
『
詩
話
』
に
お
い
て
も
南
海
の
言
葉
を
引
用

し
て
、
詞
に
は
詩
語
か
ら
轉
用
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
說
明
し
て
い
る
。
こ
の

兩
者
は
互
い
に
參
照
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）、
槐
南
の
意
見
の
提
示
と
評
論

卷
二
の
姜

「
琵
琶
仙
・
吳
興
春
遊
（
雙

來
時
）」
詞
後
の
注
に
張
叔
夏
の

語
を
引
用
し
、「
白
石
『
疏
影
』『
暗
香
』『
揚
州
慢
』『
一
萼
紅
』『
琵
琶
仙
』『
淡

黃
柳
』
等
曲
、
不
惟
淸
虛
、
又
且
騷
雅
、
讀
之
使
人
神
觀
飛
越
」
と
あ
る
。
槐
南

圖 11
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命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
二
號

五
一

は
こ
れ
に
注
し
て
、「
此
語
可
充
總
贊
、故
節
載
條
首
。（
大
來（
39
））」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
き
に
擧
げ
た
姜

小
傳
の
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に（
40
）、槐
南
は
「
不
惟
淸
虛
、

又
且
騷
雅
」
云
々
と
い
う
語
は
、
白
石
詞
の
優
れ
た
點
を
總
合
的
に
評
價
す
る
際

に
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
故
に
こ
の
語
を
小
傳
の

箇
所
に
移
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
（
圖
12
）。

ま
た
卷
二
の
史
達
祖
「
靑
玉
案
（
蕙
花
老
盡
離
騷
句
）」
詞
後
の
注
に
『
詞
旨
』

「
屬
對
」
の
語
を
引
き
、「
斷
浦
沈
雲
、
空
山
挂
雨
。
畫
裏
移
舟
、
詩
邊
就
夢
。
做

冷
欺
花
、
將
煙
困
柳
。
巧
翦
蘭
心
、

黏
草
甲
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
槐
南
は
、「『
斷
浦
』
以
下
四
句
、
是
梅
谿
『
齊
天
樂
』
秋
興
及
湖
上
二

中
語
、

本
選
中
所
無
、
而
特
加
標
擧
、
豈
其
淸
空
綿
遠
、
不
忍
割
愛
歟
？
今
就
本
集
摘
載

全
詞
於
卷
末
。（
大
來（
41
））」
と
注
し
、本
卷
の
卷
末
に
槐
南
は
朱
筆
で
「
史
梅
溪
『
齊

天
樂
・
秋
興
』
云
、
…
…
。
又
『
湖
上
卽
席
分
賦
得
羽
字
』
云
、
…
…
。（
大
來

補
箋（
42
））」
と
詞
を
抄
錄
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
圖
13
）。
こ
れ
は
詞
を
補
錄
し
て

い
る
の
で
は
あ
る
が
、「
淸
空
綿
遠
」
云
々
と
い
う
語
に
は
、
槐
南
の
こ
の
詞
に

對
す
る
考
え
方
が
表
れ
て
い
る
。
ま
た
作
品
を
補
錄
は
し
て
い
な
い
が
、
說
明
を

加
え
て
い
る
例
も
あ
る
。
卷
四
の
吳
文
英
「
三
姝
媚
・
過
都
城
舊
居
有
感
（
湖
山

經
醉
慣
）」
詞
の
注
に
『
詞
旨
』「
屬
對
」「
警
句
」
の
語
を
引
い
て
い
る
が
、
槐

南
は
こ
れ
に
「
警
句
『
齊
天
樂
』
以
下
及
『
屬
對
』
皆
本
選
不
載
、待
他
日
點
撿
補
。

（
大
來（
43
））」
と
注
し
て
い
る
。
卷
六
末
尾
に
お
い
て
も
槐
南
は
、「
張
玉
田
以
『
春
水
』

詞
名
、
而
本
選
不
經
錄
入
、
未
免
有
遺
珠
之
憾
、
因
補
寫
附
後
。
南
浦
春
水
、

…
…　

森
大
來　

寫（
44
）」
と
記
し
て
い
る
（
圖
14
）。
こ
う
し
た
「
本
選
不
載
」、「
遺

珠
之
憾
」、「
不
忍
割
愛
」
な
ど
の
語
か
ら
、
槐
南
が
こ
れ
ら
の
詞
を
推
賞
し
よ
う

と
す
る
意
圖
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

圖 12
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靜
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東
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硏
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所
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要　

第
十
二
號

五
三

ま
た
卷
二
史
達
祖
「
黃
鍾
喜
遷
鶯
・
元
宵
（
月
波
凝
滴
）」
に
注
し
て
「
朱
秀

水
『
詞
綜
』、『
夜
寒
』
下
有
『
窻
際
』
二
字
、蓋
『
喜
遷
鶯
』
每
段
以
四
字
句
收
聲
、

故
竹

加
二
字
以
合
調
也
。
然
此
詞
已
云
『
黃
鐘
喜
遷
鶯
』、
明
與
常
調
不
同
、

詎
可
輕
易
竄
入
？
（
大
來（
45
））」
と
述
べ
て
い
る
（
圖
15
）。
こ
の
詞
の
末
句
は
「
怕

萬
一
、

玉
人
、
夜
寒

𨻶
」
で
あ
る
が
、『
詞
綜
』
は
詞
牌
名
を
「
喜
遷
鶯
」

と
し
、
そ
の
末
句
は
「
怕
萬
一
、
誤
玉
人
夜
寒
、
窻
際

𨻶
」
に
作
る（
46
）。
王
鵬

運
『
四
印
齋
所
刻
詞
』
も
詞
牌
名
を
「
喜
遷
鶯
」
と
す
る
が
、
末
句
は
『
絕
妙
好

詞
箋
』
と
同
じ
で
あ
り
、「
夜
寒
」
の
下
の
注
に
、「
戈
選
作
『
寒
夜
』。
別
本
『
寒
』

下
有
『
窗
際
』
二
字（
47
）」
と
い
う
。
つ
ま
り
槐
南
と
王
鵬
運
は
、
そ
の
末
句
に
つ

い
て
、『
絕
妙
好
詞
箋
』
に
據
る
べ
き
で
あ
る
と
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た

卷
五
湯

「
八
聲
甘
州
（
摘
靑
梅
薦
酒
）」
詞
後
の
注
に
「『
浯
溪
集
』。
眉
山
楊

游
浯
溪
、
詞
云
、『
碧
崖
倒
影
、
浸
一
片
、
寒
江
如
練
。
正
岸
岸
梅
花
、
村
村

修
竹
、
喚
醒
春
風
筆
硯
。
泝
水
舟
輕
輕
如
葉
、
只
消
得
、
溪
風
一
箭
。
看
水
部
雄

文
、
太
師
健
筆
、
月
寒
波
卷
。
游
倦
。
片
雲
孤
鶴
、
江
湖
都
遍
。
慨
金
屋
藏
妖
、

繡
屛
包
禍
、
欲
與
三
郞
痛
辨
。
回
首
前
朝
、
斷
魂
殘
照
、
幾
度
山
花
崖
蘚
。
無
限

都
附

尊
、漠
漠
水
天
遠
。』
按
此
詞
甚
佳
、惜
不
著
調
名
」
と
あ
り
、天
頭
に
「
此

詞
與
『
二
郞
神
』
無
異
、
只
不
合
者
、
結
二
句
耳
。
恐
其
別
調
也
。（
大
來
）（
圖

16
）
と
槐
南
は
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
詞
調
を
辨
別
し
解
明
し
よ
う
と
す

る
校
語
で
あ
る
。

ま
た
、
作
者
の
氏
名
に
つ
い
て
、『
絕
妙
好
詞
』
は
「
湯

」
に
作
り
、
詞
後

の
注
で
は
「
楊

」
に
作
っ
て
い
る
。『
全
宋
詞
』
は
『
絕
妙
好
詞
』
と
『
花
草

粹
編
』
に
從
っ
て
「
湯

」
に
作
る（
48
）。
淸
人
の
丁
紹
儀
（
一
八
一
五
―
一
八
八
四
）

『
聽
秋
聲
館
詞
話
』
卷
三
に
作
者
の
名
前
と
「
碧
崖
倒
影
」
詞
の
詞
牌
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

寶
山
蔣
劍
人
所
著
芬
陀
利
室
詞
中
、
一
題
云
、
宋
楊

遊
浯
溪
、
作
碧
崖
倒

影
一
首
、末
句
「
漠
漠
水
天
遠
」
五
字
、詞
甚
佳
、惜
調
名
不
著
。
各
家
詞
選
、

萬
氏
詞
律
俱
不
載
、
滄
海
遺
珠
、
可
勝
歎
惋
。
辛
亥
冬
、
泛
舟
泖
湖
、
凍
雲

下
垂
、
滄
波
不
流
、
絮
帽
篷
窗
、
四
望
寥
廓
。
爰
塡
是
解
、
卽
用
其
韻
、
援

魚
遊
春
水
例
、
名
之
曰
水
天
遠
。
余
細
繹
音
調
、
頗
似
二
郞
神
、
惟
後
結
少

圖 15



立
命
館
大
學
「
詞
學
文
庫
」
所
藏
の
森
槐
南
手
識
手
校
本
『
絕
妙
好
詞
箋
』
に
つ
い
て

五
四

一
字
。
浯
溪
集
錄
其
詞
云
、「
碧
涯
倒
影
、
…
…
無
限
意
、
都
附

尊
、
漠

漠
水
天
遠
」（
無
限
下
原
脫
意
字
。）
恐
係
「
水
遙
天
遠
」、
落
去
一
字
。
劍

人
未
細
考
、
謂
爲
調
名
不
著
、
以
水
天
遠
名
之
、
所
作
詞
又
於
後
段
次
句
多

一
字
、
未
免
自
誤
誤
人
。
考
宋
湯

、
字
西
村
、
詞
綜
錄
詞
五

。
惟
新
刊

絕
妙
好
詞
作
楊

、
箋
爲
眉
山
人
。
尚
有
八
聲
甘
州
云
、
…
…
玩
詞
意
、
殆

南
宋
遺
民
放
浪
泉
石
間
者
。
楊

之
名
、
僅
見
略
陽
石
刻
敘
、
別
議
籍
係
賓

城
、
非
眉
山（
49
）。

寶
山
の
蔣
劍
人
の
著
す
所
の
芬
陀
利
室
詞
中
に
、
一
に
題
し
て
云
う
、

宋
の
楊

浯
溪
に
遊
び
、
碧
崖
倒
影
一
首
を
作
る
に
、
末
句
は
「
漠
漠

水
天
遠
」
の
五
字
、
詞
甚
だ
佳
な
る
も
、
惜
し
む
ら
く
は
調
名
著
さ
ず
。

各
家
の
詞
選
、
萬
氏
の
詞
律
俱
に
載
せ
ず
、
滄
海
の
遺
珠
、
歎
惋
す
る

に
勝
う
可
し
。
辛
亥
の
冬
、
舟
を
泖
湖
に
泛
か
ぶ
る
に
、
凍
雲
下
に
垂

れ
、
滄
波
流
れ
ず
、
絮
帽
篷
窗
、
四
望
寥
廓
た
り
。
爰
に
是
の
解
に
塡

し
、
卽
ち
其
の
韻
を
用
い
て
、
魚
遊
春
水
の
例
を
援
き
、
之
に
名
づ
け

て
水
天
遠
と
曰
う
と
。
余 

細
か
に
音
調
を
繹た
ず

ぬ
る
に
、
頗
る
二
郞
神

に
似
た
る
も
、
惟
だ
後
結
一
字
少
し
。
浯
溪
集
に
其
の
詞
を
錄
し
て
云

う
、「
碧
涯
影
を
倒

さ
か
し
ま

に
し
、…
…
無
限
の
意
、都
べ
て

尊
に
附
せ
ば
、

漠
漠
と
し
て
水
天
遠
し
」（
無
限
の
下
に
原も

と
意
字
を
脫
す
）。
恐
ら
く

は
「
水
遙
天
遠
」
に
係
り
、
一
字
を
落
去
す
る
な
ら
ん
。
劍
人
未
だ
細

考
せ
ず
、
謂
い
て
調
名
著
さ
ず
、
水
天
遠
を
以
て
之
に
名
づ
く
と
爲
し
、

作
る
所
の
詞
も
又
た
後
段
次
句
に
於
て
一
字
多
く
、
未
だ
自
ら
誤
り
て

人
を
誤
ら
す
を
免
れ
ず
。
考
う
る
に
宋
の
湯

、
字
は
西
村
、
詞
綜
は

詞
五

を
錄
す
。
惟
だ
新
刊
の
絕
妙
好
詞
は
楊

に
作
り
、
箋
し
て
眉

山
の
人
と
爲
す
。
尚
お
八
聲
甘
州
有
り
て
云
う
、
…
…
詞
意
を
玩
す
る

に
、
殆
ど
南
宋
遺
民
の
泉
石
の
間
に
放
浪
す
る
者
な
ら
ん
。
楊

の
名

は
、
僅
か
に
略
陽
石
刻
敘
に
見
え
、
別
に
籍
を
議
し
て
賓
城
に
係
り
、

眉
山
に
非
ざ
る
な
り
。

『
欽
定
詞
譜
』「
二
郞
神
」
の
詞
牌
下
注
に
「
此
調
有
兩
體
、前
段
起
句
三
字
者
、

名
『
二
郞
神
』、
前
段
起
句
四
字
者
、
名
『
轉
調
二
郞
神
』」
と
あ
り
、
ま
た
『
欽

定
詞
譜
』
收
錄
の
徐
伸
「
悶
來
彈
鵲
」
詞
の
注
に
「
此
名
『
轉
調
二
郞
神
』、與
『
二

郞
神
』
本
詞
句
讀
不
同（
50
）」
と
あ
る
。
こ
の
詞
の
末
句
は
「
空
佇
立
、
盡
日
闌
干

圖 16



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
二
號

五
五

倚
遍
、
晝
長
人
靜
」
に
作
り
、
ま
た
湯

の
「
瑣
窗
睡
起
」
詞
も
收
錄
し
て
、
末

句
を
「
最
苦
是
、
蝴
蝶
盈
盈
弄
晚
、
一

風
靜
」
と
し
て
い
る
。『
絕
妙
好
詞
箋
』

に
引
く
「
碧
涯
倒
影
」
詞
の
末
句
は
「
無
限
都
附

尊
、漠
漠
水
天
遠
」
で
あ
り
、

『
聽
秋
聲
館
詞
話
』
は
「
無
限
意
、
都
附

尊
、
漠
漠
水
天
遠
」
に
作
る
。
ま
た

丁
氏
は
、こ
の
末
句
は
或
い
は
「
漠
漠
水
遙
天
遠
」
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
詞
は
別
に
ま
た
『
詞
林
韻
準
』（
卷
四
十
一
）
に
も
見
え
、
文
字
は
『
絕
妙

好
詞
』
と
同
じ
で
あ
り
、
作
者
名
を
楊

と
し
、
調
名
を
「
碧
崖
影
」
に
作
る
。

こ
の
「
碧
涯
倒
影
」
詞
が
、「
二
郞
神
」
ま
た
は
「
轉
調
二
郞
神
」
な
の
か
、
或

い
は
別
調
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
待
ち
た
い
。

本
學
「
詞
學
文
庫
」
所
藏
の
槐
南
手
校
手
識
本
『
絕
妙
好
詞
箋
』
七
卷
、『
絕

妙
好
詞
續
鈔
』
二
卷
に
は
以
下
の
よ
う
な
價
値
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
ず
、德
山
樗
堂
は
世
に
傳
わ
る
詞
が
少
な
く
、『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅰ
』

で
は
僅
か
に
「
羅
敷
媚
・
相
思
（
情
思
難
繫
眞
珠
淚
）」、「
極
相
思
・
鷲
津
判
事

宅
賞
梅
花
、
諸
公
皆
有
詩
、
予
亦
塡
詞
（
一
聲
長
笛
誰
家
）」、「
喜
遷
鶯
・
墨
水

夜
泛
（
三
圍
水
）」、「
鷓
鴣
天
・
黃
石
先
生
將
還
京
師
、
塡
詞
一

爲
贐
（
春
思

無
憑
譜
玉
琴
）」
の
四

の
み
を
收
錄
し
て
い
る
が
、こ
れ
ら
は
す
べ
て
雜
誌
「
新

文
詩
」
に
見
え
る
も
の
で
あ
る（
51
）。
樗
堂
は
槐
南
の
父
で
あ
る
森
春
濤
に
重
ん
じ

ら
れ
て
い
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
殘
さ
れ
た
作
品
が
少
な
い
。
槐
南
の
識
語
と
そ

の
後
に
附
さ
れ
た
詩
を
通
じ
て
、
樗
堂
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
書
が
樗
堂
、
槐
南
を
經
て
、
そ
の
後
に
中
田

勇
次
郞
先
生
の
手
に
入
っ
た
經
過
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
槐
南
の
詞
論
は
、
雜
誌
「
新
新
文
詩
」
及
び
『
作
詩
法
講
話
』、「
詞
曲
槪

論
」
等
の
書
物
や
講
義
錄
に
散
見
し
、
ま
た
そ
の
詞
作
か
ら
、
彼
の
詞
を
學
ん
だ

經
歷
や
詞
風
の
趨
向
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
こ
う
し
た
資
料
は
細
か

く
斷
片
的
で
あ
っ
て
、
砂
を
よ
り
わ
け
て
金
を
取
り
出
す
（
披
沙
揀
金
）
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
斷
片
的
な
資
料
と
、
本
書
に
見
え
る
槐
南
の
批

校
の
語
と
を
合
わ
せ
て
考
察
す
れ
ば
、
槐
南
の
詞
學
の
全
體
を
窺
う
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
森
槐
南
の
詞
學
に
關
す
る
硏
究
は
、
現
段
階
で
は
ま
だ
多
い
と
は
言

え
ず
、
今
後
の
更
な
る
展
開
を
期
待
し
た
い
。

注（1
）
神
田
喜
一
郞
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅰ
』（『
神
田
喜
一
郞
全
集
』
第
六
卷
、
同

朋
社
出
版
、
一
九
八
五
年
四
月
）、
頁
三
二
二
。

（
2
）
蔣
英
豪
『
黃
遵
憲
師
友
記
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）、
頁
一
五
五

を
參
照
。

（
3
）
黃
遵
憲
「
續
懷
人
詩
」
第
七
首
「
袖
中
各
有
贈
行
詩
」
の
自
注
に
「
森
槐
南
、
魯

直
之
子
、
年
僅
十
六
、
兼
工
詞
、
曾
作
補
天
石
傳
奇
示
余
、
眞
東
京
才
子
也
。
別
後
時

時
念
之
」
と
あ
る
。
錢
仲
聯
『
人
境
廬
詩
草
箋
注
』（
卷
七
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
一
年
六
月
）、
頁
五
八
二
參
照
。

（
4
）
森
槐
南
『
補
春
天
傳
奇
』（
淸
・
光
緖
三
年
序
刊
）
の
「
序
評
」、
頁
二
ｂ
に
見
え
る
。

槐
南
『
補
春
天
傳
奇
』
は
、
芳
村
弘
道
先
生
の
御
所
藏
本
を
閱
覽
さ
せ
て
頂
い
た
。
謹

ん
で
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、『
補
春
天
傳
奇
』
に
つ
い
て
、夏
承
燾
選
校
、張
珍
懷
、

胡
樹
森
注
釋
の
『
域
外
詞
選
』（
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
一
月
）
で
は
、

黃
遵
憲
詩
の
自
注
の
誤
記
に
從
っ
て
「
補
天
石
傳
奇
」
に
作
っ
て
い
る
。
頁
三
十
六
參

照
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
蔣
英
豪
氏
も
「《
補
天
石
傳
奇
》
是
《
補
春
天
傳
奇
》
之
誤
」

と
指
摘
し
て
い
る
。『
黃
遵
憲
師
友
記
』、
頁
一
五
五
參
照
。「
補
天
石
傳
奇
」
は
、
淸
・

道
光
年
間
の
周
樂
淸
が
創
作
し
た
雜
劇
で
あ
る
。
鄭
素
惠
『《
補
天
石
傳
奇
》
硏
究
』、

中
國
文
化
大
學
碩
士
論
文
、
二
〇
一
〇
年
、
頁
十
八
參
照
。

（
5
）
森
泰
二
郞
著
・
森
健
郞
編
『
槐
南
集
』（
文
會
堂
書
店
、
一
九
一
二
年
三
月
）。

（
6
）
注
（
4
）
所
引
『
域
外
詞
選
』（
頁
二
）
に
「
日
本
詞
人
爲
蘇
、
辛
派
詞
、
當
無
出

槐
南
右
者
。
而
其

麗
綿
密
之
作
、
亦
不
在
晏
幾
道
、
秦
觀
之
下
」
と
あ
る
。

（
7
）神
田
喜
一
郞『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅰ
』、頁
三
二
一
。
神
田
喜
一
郞
博
士
は「
明

治
の
十
年
か
ら
二
十
五
年
に
至
る
大
體
十
五
年
間
を
以
て
、
日
本
塡
詞
史
上
の
黃
金
時



立
命
館
大
學
「
詞
學
文
庫
」
所
藏
の
森
槐
南
手
識
手
校
本
『
絕
妙
好
詞
箋
』
に
つ
い
て

五
六

代
と
考
へ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（
8
）「
詞
學
文
庫
」
に
つ
い
て
は
、
汪
超
氏
の
「
立
命
館
大
學
兩
種
詞
學
專
門
文
庫
之
價

值

│
兼
說
中
田
勇
次
郞
、
村
上
哲
見
敎
授
治
詞
的
『
京
都
學
風
』」（『
詞
學
』
第

三
十
八
輯
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
、
頁
三
三
九
―
三
四
二
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

（
9
）
芳
村
弘
道
・
萩
原
正
樹
・
嘉
瀨
達
男
編
『
詞
學
文
庫
分
類
目
錄
』、
頁
二
十
六
。

（
10
）
陶
子
珍
『
萬
疊
春
山
一
寸
心　

古
典
詩
詞
論
稿
』（
臺
北
秀
威
經
典
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
三
月
）、
頁
五
十
六
―
六
十
七
。

（
11
）
注
（
9
）
所
引
『
詞
學
文
庫
分
類
目
錄
』、
頁
二
十
六
、
七
十
二
。

（
12
）
張
珍
懷
は
「
他
的
詞
格
律
嚴
謹
、
聲
情
流
美
、
這
是
竹
隱
、
竹
磎
所
不
能
及
的
、
因

此
、
槐
南
自
應
是
日
本
傑
出
詞
家
之
冠
（
彼
（
槐
南
）
の
詞
は
格
律
が
謹
嚴
で
、
音
聲

も
感
情
も
流
れ
る
よ
う
に
美
し
く
、
こ
れ
は
竹
隱
、
竹
磎
の
及
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
所

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
槐
南
は
日
本
の
傑
出
し
た
詞
家
の
中
で
第
一
人
者
で
あ
る

と
す
べ
き
だ
ろ
う
）」
と
述
べ
て
い
る
。
張
珍
懷
箋
注
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』（
黃
山
書

社
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
を
參
照
。

（
13
）
森
槐
南
「
詩
話
」（
茉
莉
園
雜
著
）
は
森
春
濤
編
の
「
新
新
文
詩
」（
茉
莉
詩
店
）
の

第
一
集
か
ら
十
集
ま
で
、
十
二
集
か
ら
十
七
集
ま
で
、
十
九
集
か
ら
二
十
集
ま
で
揭
載

さ
れ
た
。
刊
行
時
期
は
、
明
治
十
八
年
乙
酉
（
一
八
八
五
）
五
月
か
ら
明
治
二
十
年
丁

亥
（
一
八
八
七
）
五
月
ま
で
で
あ
る
。

（
14
）
神
田
喜
一
郞
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅰ
』、
頁
三
九
二
―
四
〇
二
。

（
15
）
森
槐
南
『
作
詩
法
講
話
』（
文
會
堂
書
店
、
一
九
一
一
年
二
月
）、
頁
一
七
五
―

二
九
八
を
參
照
。

（
16
）「
詞
曲
槪
論
」
は
槐
南
の
妹
壻
で
あ
る
森
川
竹
磎
が
、
槐
南
歿
後
に
整
理
し
た
講
義

の
資
料
で
あ
る
。
大
正
二
年
か
ら
四
年
ま
で
の
間
（
一
九
一
三
―
一
九
一
五
）、
森
川

竹
磎
が
主
宰
し
た
雜
誌
「
詩
苑
」
に
揭
載
さ
れ
た
。
森
川
竹
磎
は
、
名
は

藏
、
字
は

雲
卿
、
鬢
絲
禪
侶
と
號
す
。
高
野
竹
隱
（
名
は
淸
雄
、
字
は
鐵
生
、
號
は
修
簫
仙
侶
）、

森
槐
南
と
と
も
に
明
治
の
三
大
詞
家
と
さ
れ
る
。

（
17
）
森
泰
二
郞
著
・
森
健
郞
編
『
槐
南
集
』
卷
二
十
八
、頁
三
ａ
―
ｂ
、頁
十
ｂ
―
十
一
ａ
。

（
18
）
注
（
9
）
所
引
『
詞
學
文
庫
分
類
目
錄
』、
頁
二
十
六
。

（
19
）
芳
村
弘
道
先
生
よ
り
御
敎
示
頂
い
た
。
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
20
）
神
田
喜
一
郞
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅰ
』、
頁
三
三
一
。

（
21
）
序
文
冒
頭
は
「
此
本
係
德
山
樗
堂
舊
藏
」
に
作
る
。「
錯
謬
處
」
二
句
は
「
錯
謬
處

正
多
、
今
一
一
補
正
」
に
作
り
、「
汎
覽
」
は
「
徧
取
」
に
作
る
。「
副
君
之
遺
志
」
は

「
副
其
遺
志
」
に
作
り
、
後
に
「
乃
賦
二
十
八
字
題
後
」
の
句
が
あ
る
。「
君
名
純
、
號

樗
堂
、
又
號
夢
梅
瘦
仙
」
は
「
樗
堂
名
純
一
、
號
夢
梅
瘦
仙
」
に
作
る
。『
槐
南
集
』

卷
六
、
頁
九
ｂ
―
十
ａ
を
參
照
。

（
22
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
二
、
頁
十
三
ａ
に
見
え
る
。

（
23
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
一
、
頁
五
ａ
に
見
え
る
。

（
24
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
一
、
頁
八
ｂ
に
見
え
る
。

（
25
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
一
、
頁
十
三
ａ
に
見
え
る
。

（
26
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
三
、
頁
十
七
ｂ
に
見
え
る
。

（
27
）
淸
・
朱
彝
尊
輯
、
汪
森
增
訂
『
詞
綜
』、
立
命
館
大
學
「
詞
學
文
庫
」
所
藏
康
熙

三
十
年
（
一
七
九
一
）
汪
氏
裘
杼
樓
增
補
三
十
六
卷
刻
本
、
卷
三
十
一
、
頁
十
七
ｂ
。

（
28
）
淸
・
丁
紹
儀
撰
『
聽
秋
聲
館
詞
話
』、『
詞
話
叢
編
』
第
三
册
所
收
（
中
華
書
局
、

一
九
八
六
年
十
一
月
）、
頁
二
七
四
三
「
詞
綜
未
經
校
正
處
」
の
條
。

（
29
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
七
、
頁
十
三
ｂ
に
見
え
る
。
ま
た
『
詞
綜
』
卷
二
十
一
、
頁
六

ｂ
に
見
え
る
。

（
30
）
宋
・
王
沂
孫
撰
『
花
外
集
』、
頁
十
三
ｂ
、
淸
・
王
鵬
運
輯
『
四
印
齋
所
刻
詞
』
所

收
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
八
月
）、
頁
二
四
〇
。

（
31
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
一
、
頁
二
十
ａ
に
見
え
る
。

（
32
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
一
、
頁
三
十
ｂ
に
見
え
る
。

（
33
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
二
、
頁
二
十
ａ
に
見
え
る
。

（
34
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
三
、
頁
二
十
一
ｂ
に
見
え
る
。
ま
た
『
詞
綜
』
卷
二
十
二
、
頁

八
ａ
に
見
え
る
。

（
35
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
二
、
頁
一
ａ
に
見
え
る
。

（
36
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
三
、
頁
二
ａ
に
見
え
る
。

（
37
）
森
槐
南
「
詩
話
」（
茉
莉
園
雜
著
）、「
新
新
文
詩
」
第
三
集
、
頁
十
二
ｂ
。

（
38
）
神
田
喜
一
郞
著
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅰ
』、
頁
一
一
〇
。

（
39
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
二
、
頁
三
ｂ
に
見
え
る
。

（
40
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
二
、
頁
一
ａ
に
見
え
る
。

（
41
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
二
、
頁
十
五
ｂ
に
見
え
る
。

（
42
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
二
、
頁
二
十
七
ａ
に
見
え
る
。

（
43
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
四
、
頁
六
ｂ
に
見
え
る
。

（
44
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
六
、
頁
二
十
三
ａ
に
見
え
る
。

（
45
）『
絕
妙
好
詞
箋
』
卷
二
、
頁
十
四
ｂ
に
見
え
る
。

（
46
）『
詞
綜
』
卷
十
七
、
頁
十
六
ｂ
―
十
七
ａ
に
見
え
る
。

（
47
）
宋
・
史
達
祖
撰
『
梅
溪
詞
』、
頁
四
ａ
、
淸
・
王
鵬
運
輯
『
四
印
齋
所
刻
詞
』
所
收
、

頁
三
七
七
。

（
48
）「

字
充
之
、號
西
邨
、眉
山
人
。
或
作
楊

、疑
誤
。
此
從
汲
古
閣
抄
本
絕
妙
好
詞
、

花
草
粹
編
卷
十
一
」
と
あ
る
。
唐
圭
璋
編
纂
、
王
仲
聞
參
訂
、
孔
凡
禮
補
輯
『
全
宋
詞
』

第
四
册
（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）、
頁
三
七
七
四
參
照
。

（
49
）
淸
・
丁
紹
儀
撰
『
聽
秋
聲
館
詞
話
』、『
詞
話
叢
編
』
第
三
册
所
收
、頁
二
六
〇
七
「
蔣



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
二
號

五
七

劍
人
詞
」
條
。

（
50
）
淸
・
陳
廷
敬
等
纂
、
蔡
國
強
考
正
『
欽
定
詞
譜
考
正
』
下
册
・
卷
三
十
二
（
華
東

師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
八
月
）、
頁
一
一
四
三
。

（
51
）
神
田
喜
一
郞
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅰ
』、
頁
三
三
〇
。

（
詹 

斐
　

譯
）

謝
辭拙

稿
を
日
本
語
に
翻
譯
し
て
頂
い
た
本
學
大
學
院
博
士
後
期
課
程
の
詹
斐

氏

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た『
絕
妙
好
詞
箋
』書
影
の
揭
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ

た
本
學
圖
書
館
の
關
係
各
位
に
厚
く
御
禮
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ア
ジ
ア
・
日
本
硏
究
機
構
專
門
硏
究
員
）




